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特   集

生涯学習課　☎23―7777
図　書　館　☎24―2529

照 会 先
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本との出会い

図書館の上位人気作家

村 上 春 樹

東 野 圭 吾

朝 井 リ ョ ウ

池 井 戸 潤

宮 部 み ゆ き

三 浦 し を ん

百 田 尚 樹

湊 か な え

横 山 秀 夫

有 川 浩

児童書では

かいけつゾロリシリーズ

ドラえもんシリーズが人気
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本との出会い
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平成２4年度決算の状況

市の家計簿をわかりやすく公表します

照会先 財政課　 23-7709

　平成２４年度決算の状況をお知らせします。詳しくは、市役所、各地域事務所及び西部支所にある
わかりやすい説明書「せきしのけっさん」をご覧ください。
※「せきしのけっさん」は、市ホームページでも見ることができます。

　一般会計の歳入総額は、３９２億９，５７０万円で、前年度と比較して１１億４，４７２万円減少（伸率△２．
８％）しています。また、歳出総額は、３７８億３，６３０万円で、前年度と比較して３億４，１２３万円の減少
（伸率△０．９％）となっています。
　市の借入金である市債は、一般会計、特別会計、企業会計の年度末現在高は、６２３億３，５７４万円で、前
年度と比較して２７億７，６０５万円減少（伸率△４．３％）しています。一方、貯金である基金は、一般会計の
年度末現在高は、１７４億５，１５８万円で、前年度と比較して９，７４０万円増加（伸率０．６％）しています。

歳入 歳出
合計  392億
9,570万円

市税
128億1,826万円

民生費
105億1,985万円

教育費
63億8,583万円

総務費
57億1,683万円

公債費
49億5,942万円

土木費
30億6,501万円

衛生費
29億4,375万円

地方交付税
98億8,463万円

国庫支出金
34億1,989万円

市債
29億9,140万円

繰越金
22億6,289万円

諸収入
11億7,975万円

県支出金 
20億5,660万円

繰入金
18億9,363万円

地方消費税交付金
8億8,497万円

消防費
16億5,799万円

農林水産業費
14億6,187万円

商工費
6億4,498万円

その他
19億368万円

その他
4億8,077万円

合計  378億
3,630万円

■議会費
　市議会運営のための経費で、議員報酬も含まれます。

■総務費
　庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金の徴収など
の経費です。

■民生費
　障がいのある方や高齢者に対する福祉の充実、子
育て支援などの経費です。

■衛生費
　　環境保全、疾病予防、健康増進などの経費です。
■農林水産業費

　農林水産業の振興を図るための支援や、生産基盤
整備などの経費です。

■商工費
　商工業や観光の振興などの経費です。

■土木費
　道路や河川、公園などの社会資本整備のための経
費です。

■消防費
　消防活動や災害対策などのための経費です。

■教育費
　学校教育・生涯学習の充実、文化・スポーツ振興な
どの経費です。

■災害復旧費
　大雨、暴風、地震などの災害により被災した施設等
を復旧するための経費です。

■公債費
　市債の元金・利子や一時借入金の利子を支払うた
めの経費です。

●歳出

一般会計
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市の家計簿をわかりやすく公表します

一般会計基金の状況市債の状況

主な財政用語の説明

●会計区分
■一般会計

　市税、国や県からの補助金・交付金、手数料などの
収入や、市の行う仕事に必要な支出といったお金の処
理をまとめて行うために設けられた会計で、市のお金
の流れの中心となっています。

■企業会計
　事業で収益をあげて、その収益でまかなわれる会計
で、関市では上水道事業会計がこれにあたります。

■特別会計
　国民健康保険事業や下水道事業のように、保険料
や使用料などの収入で運営していく事業については、
その事業にかかるお金の流れをわかりやすくするた
めに、一般会計とは別の会計を設けることになってい
ます。

■市税
　市民や市内に事務所などをもつ法人などに納めて
いただく税金で、市民税、固定資産税、軽自動車税、市
たばこ税、都市計画税などがあります。

■地方譲与税
　国税として徴収したものを、国が一定の基準により、
市に対して譲与するもので、地方揮発油譲与税、自動
車重量譲与税などがあります。

■地方消費税交付金
　地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者
数で按分し、市に対して交付するものです。

■地方交付税
　全国どの市町村に住んでも一定水準の行政サービ
スが受けられるよう、所得税、法人税、酒税、消費税、た
ばこ税といった国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

■分担金・負担金
　市の行う事業により利益を受ける方から、その受益
を限度として徴収するもので、保育園の保育料などが
該当します。

■使用料・手数料
　市の施設の利用や特定の事務により利益を受ける
方から、その受益に対する実費負担的なものとして徴
収するもので、体育館などの施設使用料や、住民票の
写しの交付手数料などが該当します。

■国庫支出金
　国が市に対して支出するもので、負担金、財政援助
のための補助金、委託費などがあります。

■県支出金
　県が市に対して支出するもので、県自らの施策とし
て単独で交付するものと、国庫支出金を県が経費の全
部または一部として交付するものがあります。

■財産収入
　市が所有する財産の貸付け、売払いなどにより得た
現金収入のことで、公共用地の売払収入や、基金積立
金の利子などが該当します。

■繰入金
　各種基金の取り崩しにより繰り入れたお金です。

■繰越金
　前年度の決算上、余ったお金です。

■諸収入
　収入の性質により、他の収入科目に含まれない収入
をまとめたもので、延滞金、預金利子、貸付金元利収
入、雑入などがあります。

■市債
　学校や道路などを建設する場合のように、長期間に
わたって利用することができ、多額の費用が必要なも
のの財源に充てるため、地方自治体が、政府・地方公共
団体金融機構・銀行などから調達する長期的な借入金
を「地方債」といい、市が調達する資金が「市債」です。

●歳入

合計  174億
5,158万円

※土地開発基金などの
定額運用基金は
含んでいません。

現在高  623億
3,574万円

財政調整基金
61億5,260万円

減債基金
29億5,482万円

地域振興基金
29億3,233万円

公共施設等
整備基金
24億2,281万円

臨時財政対策債
126億4,162万円

企業会計合計
29億7,971万円

土木債
68億
4,938万円

教育債
63億
3,468万円総務債

33億
7,062万円

下水道
147億
4,910万円

農業集落
排水事業 
53億
5,504万円

簡易水道事業
27億8,926万円

衛生債17億4,842万円
消防債14億9,803万円
減税補てん債11億6,374万円
農林債11億2,274万円民生債

6億5,698万円

商工債
2億166万円

その他
3億4,377万円

その他5億3,099万円

一般会計

特別
会計

企業
会計

職員退職
手当基金
18億3,204万円

その他
2億3,046万円

地域福祉基金
9億2,652万円



08広報せき 2013.11.1

都市計画税の使途状況

特別会計

会　計　名 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 事 業 勘 定 ) 99億1,945万円 96億9,570万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 直 診 勘 定 ) 4億5,580万円 4億2,012万円

下 水 道 特 別 会 計 26億6,822万円 26億6,558万円

財 産 区 特 別 会 計 1,807万円 1,518万円

中 小 企 業 従 業 員 退 職 金 共 済 事 業 特 別 会 計 1億7,751万円 1億7,751万円

食 肉 セ ン タ ー 事 業 特 別 会 計 4,878万円 4,878万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8億5,726万円 8億5,726万円

公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計 5,205万円 5,205万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 59億4,020万円 59億1,023万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 6億4,231万円 6億4,225万円

有 線 放 送 事 業 特 別 会 計 4,297万円 4,293万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7億6,911万円 7億4,655万円

合 計 215億9,173万円 212億7,414万円

区　　分 金　　額

都
市
計
画
事
業
費
な
ど

街 路

公 園

下 水 道

そ の 他

都市計画事業　計   　

2億8,842万円

1億3,476万円

2億   279万円

8,227万円

7億   824万円

土地区画整理事業 5,000万円

地 方 債 償 還 額 18億9,357万円

合　　　 　　　計 26億5,181万円

上
記
の
財
源
内
訳

地 方 債 3,600万円

支 出 金 2億   839万円

負 担 金 そ の 他 1,698万円

都市計画税収入額 9億   838万円

一 般 財 源 等 14億8,206万円

合　　　　 　　計 26億 5,181万円

市民1人あたりの使い道

市税に対する負担状況

区　　分 1人あたり

議 会 費 3,251円

総 務 費 61,925円

民 生 費 113,951円

衛 生 費 31,887円

農 林 水 産 業 費 15,835円

商 工 費 6,986円

土 木 費 33,200円

消 防 費 17,959円

教 育 費 69,171円

災 害 復 旧 費 1,957円

公 債 費 53,721円

合 　 　 　 　 　 計 409,843円

区　　分 1人あたり

市 民 税 57,331円

固 定 資 産 税 63,255円

軽 自 動 車 税 2,087円

市 た ば こ 税 5,778円

都 市 計 画 税 9,839円

入 湯 税 557円

合 計 138,847円

人口92,319人：平成25年3月31日現在

　市民の皆様に市政をより身近に感じていただくため、
市の決算を事業ごとに概要や財源などを記載し、わかり
やすく説明した「平成２４年度　せきしのけっさん」を発
行しました。
　「せきしのけっさん」は、関市ホームページで公開してい
ます。また、市役所などの窓口でも無料で配布しています。

●せきしのけっさん

配布場所 財政課（関市役所本庁舎３階）

西部支所・各地域事務所

人口92,319人：平成25年3月31日現在
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市の家計簿をわかりやすく公表します

健全化判断比率と資金不足比率からみる財政の健全度

財政運営判断指標からみる財政の健全度

1

2

●健全化判断比率（地方公共団体の財政の健全性に関する指標）

●財政運営判断指標（「関市健全な財政運営に関する条例」に基づく市独自の財政指標）

●資金不足比率（地方公営企業の経営の健全性に関する指標）

指　標　名 平成２4年度 平成２3年度
目標値

説　　　　　明
平成２9年度 平成34年度

経 常 収 支 比 率 91.3% 88.8% 92.0% 92.0%

公債費、人件費などの義務的経費や経常的に支出される物件費、維持補修費などに
使われた一般財源の額が、市税、地方交付税など経常的に収入される一般財源の総
額に占める割合を表す比率　この比率が高くなると、臨時的事業に投資できる資金が
少なくなるため、財政が硬直しているということになります。

財政調整基金比率 26.1% 24.2% 23.0% 23.0% 標準的な１年間の収入に対して、貯金である財政調整基金が占める割合を表す比率
で、年度間の臨時的な支出に対応できる「ゆとり」を判断するための指標

地 方 債 残 高 比 率 152.9% 161.8% 140.0% 100.0% 標準的な１年間の収入に対して、借入金である地方債の残高が占める割合を表す比率
で、将来の地方債発行可能額を判断するための指標

債務償還可能年数 6.9年 6.6年 6.9年 6.9年 使い道が自由な収入をすべて使ったと仮定して、地方債などの債務を償還するのにか
かる年数を表すもので、債務が返済可能な規模となっているかを判断するための指標

公 債 費 の
普通交付税算入率 66.1% 57.6% 60.0% 60.0% これまでに発行した地方債の単年度における返済額（公債費）のうち、普通交付税を

算定するための基準となる財政需要額に算入される金額の割合を表す比率

地 方 債 残 高 の
普通交付税算入率 66.3% 63.9% 66.0% 66.0% これまでに発行した地方債の年度末残高のうち、普通交付税を算定するための基準と

なる財政需要額に算入される金額の割合を表す比率

指　標　名 平成２4年度 平成２3年度
参　　考

説　　　　明早期健全化基準
※2 財政再建基準

実 質 赤 字 比 率
※1
ー

（△3.87％）

※1
ー

（△7.60％）
12.18% 20.0% 市の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運

営の深刻度を示す比率

連結実質赤字比率
※1
ー

（△9.00％）

※1
ー

（△12.75％）
17.18% 40.0% 市のすべての会計の赤字や黒字を合算して、市全体の赤字

の程度を指標化し、市全体の財政運営の深刻度を示す比率

実 質 公 債 費 比 率 10.9% 12.2% 25.0% 35.0% 市の借入金の返済額や、これに準じる額の大きさを
指標化し、資金繰りの危険度を示す比率

将 来 負 担 比 率
※1
ー

（△3.56％）
10.2% 350.0% ※3

ー
現時点での市の借入金の額や将来負担しなければならない
額を指標化し、今後の財政運営を圧迫する可能性を示す比率

事　業　名 平成２4年度 平成２3年度
参　　考

説　　　　明
経営健全化基準

上 水 道 事 業 ー ー

20.0%
公営企業の資金不足を指標化し、経営状況の深刻度
を示す比率
※一般会計の実質赤字比率に相当するもの

下 水 道 事 業 ー ー

農業集落排水事業 ー ー

食肉センター事業 ー ー

公設地方卸売市場事業 ー ー

簡 易 水 道 事 業 ー ー

関市の財政の健全度
　平成２４年度決算に基づく本市の健全化判断比率、資金不足比率及び財政運営判断指標は、次のとおりです。健全
化判断比率及び資金不足比率ともに早期健全化基準等を下回り、前年度に引き続き健全な状態です。	
　今後とも、これらの財政運営のルールに基づき、現在の健全財政を維持するとともに、住民自治による行財政運営
の充実・健全化を図っていきます。

※1 実質赤字比率、連結実質赤字比率とも黒字であったため「－」と表記していますが、参考に黒字の程度を（　）内に△で併記しています。	
※2 市町村の早期健全化判断基準は、財政規模に応じて異なります。
※3 将来負担比率には、財政再生基準は設けられていません。

※各会計の資金不足比率は黒字であったため「－」と表記しています。

※条例に基づき平成25年3月に策定した「関市長期財政計画」では、平成25年度以降10年の期間における各指標の5年後、10年後の目標値を設けています。
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指　標　名 一般家庭にたとえて説明すると・・・

経常収支比率
91.3％

給料のうち、どうしても必要な生活費やローン返済額などが占める割合を表しています。
支払わなくてはならない経費の割合が、91.3％を占めているということになります。

財政調整基金比率
26.1％

使い道の決まっていない定期預金が、所得と比較したときにどれだけあるかを表していま
す。所得の26.2%の蓄えがあるということになります。

地方債残高比率
152.9％

住宅ローンなどの借入金の残高が、所得と比較したときにどれだけ残っているかを表して
います。所得の約1.5倍のローンが残っていることになります。

債務償還可能年数
6.9年

給料のうち、どうしても支払わなければならない経費以外のお金をすべてローンの返済に
充てたとして、何年で借金が返済できるかを表しています。計算上では、７年以内にすべて
の借入金を返済できることになっています。

公債費の
普通交付税算入率

66.1%

ローン返済額のうち、利子補給や税額控除などの補てんがあった割合を表しています。
ローン返済額の66.1%は補てん分であり、自己負担分は返済額の33.9%ということになって
います。

地方債残高の
普通交付税算入率
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ローン残高のうち、利子補給や税額控除などの補てんが受けられる割合を表しています。
ローン残高の66.3%は補てんが受けられる見込みであり、実際に負担すべきローン残高の
割合は、33.7%ということになります。

広報せき 2013.11.1

●財政運営判断指標を家庭にたとえると・・・

■支払わなければならない経費の割合
　例：食費、光熱水費、ローン返済など

■自由に使える割合
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■利子補給などの補てんがあった割合

■ローン返済額のうち、実際の自己負担　
　分の割合

■利子補給などの補てんが受けられる　　
　ローン残高の割合

■ローン残高のうち、実際に負担しなければ
　ならない残高の割合
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◎収益的収支の収入合計と支出合計の差額 9,529万円 が平成24年度の純利益となります。

◎資本的収入が支出に不足する額7億455万円は、損益勘定留保資金などで補てんします。
　損益勘定留保資金とは、減価償却費などの現金を伴わない経費で資本的支出の財源になります。
※建設改良費の内、小瀬水源地の施設整備などで5億1,253万円、塔ノ洞ほか6件の老朽管更新工事として7,172万円を支出しました。

※建設費の内、武儀上之保地区簡易水道統合事業に伴う送水管布設工事として2億906万円を支出しました。

水道施設の建設や更新にかかる経費とその財源が計上されます。
企　業　債 … 施設建設などの財源とするために国などから借り入れる長期の借入金です。
建設改良費 … 水道施設の更新、改良などを行うための経費です。
企業債償還金 … 水道施設などをつくるために借りたお金の元金の支払いです。

資本的収支とは

広報せき 2013.11.1

市の家計簿をわかりやすく公表します

収益的収支＜税抜き＞	

資本的収支＜税込み＞	

上水道事業会計の経営状況

簡易水道の経営状況

上水道事業は、地方公営企業法に基づき経営し、皆さんの水道料金を主な収入源として「独立採算制」で運
営しています。上水道事業会計は、収益的収支と資本的収支に区分されます。

平成２4年度決算から

平成２4年度決算から

水道施設を維持管理するための経費とその財源が計上されます。
減価償却費 … 固定資産（建物、機械備品など）が、時の経過などに伴って摩耗や消耗などにより、価値が減
　　　　　　  少した分を費用化したものです。
物　件　費 … 給配水管や機器などの修繕費、電気料、材料代などの経費です。
企業債利息 … 水道施設などをつくるために借りたお金の利息の支払いです。

収益的収支とは
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市の家計簿をわかりやすく公表します

広報せき 2013.11.1

●料金などとは、使用料や受益者負担金および検査手数料
　などです。
●補助金とは、主に建設事業に対する国などの補助金です。
●繰入金とは、経費不足分を関市一般会計から繰り入れす
　るものです。					   
●市債とは、経営で不足する費用のうち、国が認めたお金を
　借り入れるものです。

●人件費とは、給料・手当・共済費などです。
●建設費とは、水道管や汚水管、下水処理場などの工事に
　かかる費用です。
●維持管理費とは、薬品の購入や電気料金および委託費用
　です。
●公債費とは、借り入れたお金を返済するための費用です。

下水道の経営状況
下水道の決算は、下水道特別会計・農業集落排水事業特別会計・し尿処理費（一般会計）を合算しています。

平成２4年度決算から

簡易水道、下水道の語句の説明
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に
よ
り
、
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器

包
装
類
の
分
別
収
集
を
廃
止
し
ま
す
。

◆
市
民
の
分
別
に
対
す
る
手
間
、
分
別
判
断

の
煩
雑
さ
な
ど
が
解
消
で
き
る
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の
分

別
収
集
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
約

３
３
０
０
万
円
の
経
費
節
減
に
つ
な
が

る
。

◆
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
中
濃
の
溶
融
炉
の
効
率

的
な
稼
働
に
つ
な
が
り
、
ム
ダ
に
燃
や
す

の
で
は
な
く
、
焼
却
発
電
に
貢
献
で
き
る
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
来
年
４
月
１
日
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
に
つ
い
て

は
、
燃
や
せ
る
ご
み
用
の
指
定
袋
に
入
れ
て

お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
以

外
の
資
源
ご
み
（
カ
ン
類
・
ビ
ン
類
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
白
色
食
品
ト
レ
イ
・
紙
類
・
古
着
）

に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
指
定
袋
の
取
り
扱
い
】

　

今
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
指
定
袋
の
取
り

扱
い
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

指
定
袋
の
販
売
期
間
・
使
用
期
間
は
、
と

も
に
平
成
26
年
３
月
31
日
迄
で
す
。

　

使
用
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
未
使
用
の

指
定
袋
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日

～
９
月
30
日
の
間
に
、市
役
所
生
活
環
境
課
・

各
事
務
所
・
西
部
支
所
で
購
入
価
格
（
５
円

/
枚
）
で
買
い
取
り
し
ま
す
。　

■
照
会
先　

生
活
環
境
課
（
☎
23
丨
６
７
３

　

３
）



関市のいいもの発見
産業祭に出かけよう！

　収穫の秋。11 月は、市内各地域の特色を生かした産業祭が開催されます。
紅葉狩りなどの行楽もかねて、ぜひお出かけください。
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第８回関にし秋の祭典in洞戸

第11回中濃農業祭

第８回上之保ゆず祭り

◆日時　11 月 9 日（土）・10 日（日）午前 9 時 30 分～午後 4 時
◆場所　洞戸生涯学習センター周辺
◆主な催し　 ▽ふれあいステージ（郷土芸能、文化団体発表、
ステージショーなど）　 ▽にぎわい横丁（洞戸・板取・武芸川
地域の特産品・農林産物や飲食物の販売など）　 ▽文化交流
展（文化協会各種団体、保育園、小・中学生の作品展示）　

▽餅まき（10日午後４時）
◆照会先　関にし秋の祭典実行委員会事務局
　　　　　（☎ 0581―58―2111）

◆日時　11 月 17 日（日）午前 9 時～午後 3 時
◆場所　中濃公設地方卸売市場
◆主な催し　 ▽品評会（米や野菜、林産物などの展示・競り売り）

▽各種農林畜産物の販売（米、野菜、肉、花木など）　 ▽Ｊ
Ａや市場関連の商品などの販売　 ▽各種模擬店　 ▽お楽しみ
コーナー（農産物輪投げ・景品付ストラックアウトなど）　

　 ▽その他（関警察署ミニ白バイ展示、関消防署煙道体験・Ａ
ＥＤ体験など）　 ▽餅まき（午前・午後２回）

◆照会先　めぐみの農業協同組合・中濃地域本部
　　　　　（☎23―８１１４）

◆日時　11 月 24 日（日）午前 9 時 30 分～午後 3 時
◆場所　上之保温泉ほほえみの湯・第２駐車場
◆主な催し　 ▽ゆず玉・ゆず加工品販売　 ▽ゆず玉品評会　

　 ▽ゆず足湯　 ▽ゆずしぼり体験　 ▽ゆずの種飛ばしなどのお
もしろスポーツイベントなど　 ▽ゆず餅まき

◆照会先　上之保ゆず祭り実行委員会事務局（かみのほゆず㈱
　　　　☎47―２２５６）

※上之保地域イメージキャラクター「ゆずりん」も登場します。
※上之保温泉ほほえみの湯では、11 月３日（日・祝）～ 12 月 22 日（日）
の毎週日・火曜日は、内風呂を「ゆず風呂」にします。

関市のいいもの発見
産業祭に出かけよう！
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第21回

昨年大好評だった

シールラリーも

実施します！！

“きて みて 体験して”
素敵な景品を
GETしよう！

（※なくなり次第、終了）と    き

ところ

きて みて 体験してみませんか！

ＳＥＫＩ いきいきフェスタ ２０１３

照会先 生涯学習課　 23-7776

　生涯学習の拠点施設「わかくさ・プラザ」を活用し、市民による学びの団体が中心
となって「第21回ＳＥＫＩいきいきフェスタ2013」を開催します。
  「きて、みて、体験してみませんか」を合言葉に、63の団体が、子どもから高齢者ま
で学びのきっかけとなる体験や展示を用意し、皆さんの来場をお待ちしています！

※行事内容、時間などが一部変更になる場合があります。
※体験コーナーでは、材料代（５００円以内）が必要なコーナーもあります。

１１月２４日（日） 午前９時３０分～午後３時３０分

わかくさ・プラザ
青山和樹＆Bacchus（グループサウンズ）オープニングセレモニーアトラクション出演者：

日　時

　　　　　会　場

　　
多目的ホール 学習情報館

（１階）
学習情報館

（2階）
学習情報館

（3階）
交流プラザ

（屋外）
総合体育館

メイン・サブアリーナ
総合福祉会館

東側

11月24日

（日）

9:30～ オープニング
セレモニー

10:00～

15:30
ステージ発 表

展示・体験コーナー バザー、
屋外特設
ステージ

市内の大学・
専門学校・

博物館による
展示・体験
コーナー

街頭献血、
休日骨髄

ドナー集団
登録会特設ステージ パソコン体 験

ステージ（屋外特設ステージ）ステージ（多目的ホールステージ）

交流プラザ屋外

ステージ（屋内特設ステージ）

時 間 内 容 ・ テ ー マ 団 体 名

13:00〜
13:30

楽しくブラジルダンス「ク
ァドリーリャ」

関市国際交流協会
ブラジルダンスチーム

時 間 内 容 ・ テ ー マ 団 体 名

10:00～
10:30

大正琴アンサンブルの
演奏

琴伝流大正琴
関孫六会

10:30〜
11:00

笑顔で楽しく
フラダンス！ オリ　アロハ　アイナ

11:00〜
11:30

心も体も元気いっぱいダン
スパフォーマンス

スタジオスクエア　
ダンスチーム

11:30〜
12:00

笑顔でフラ!!フラで元気を
お届けします！

ハーラウ　フラ　オ　
アロヒラニ

12:00〜
12:30

楽しく踊ろう！
フラダンス

メレモエ　フラサークル
関支部

12:30~
13:00

元気でパワフル★ダンスチ
ームDuel!! ダンスチーム Ｄｕｅｌ

13:00~
13:30

曲のストーリーを大切に心
を込めて踊ります！

マカナニ　フラ　
スタジオ

13:30~
14:00

癒しの音楽でゆったり踊っ
てみんな笑顔の輪！ スマイル・ノス

14:00~
14:30

ウクレレの優しい音色をお
届けします

アカ　アカ　
ウクレレクラブ

14:30~
15:00

ダンスでいつまでも
若々しく！

関スコティッシュ
カントリーダンスクラブ

内 容 ・ テ ー マ 団 体 名

焼きそば、手作り品・不用品
の販売 工房ぱおぱお

縫製製品、木工製品、花苗、
パン、クッキーの販売

社福）　岐阜県福祉事業団　岐
阜県立ひまわりの丘

不用品と果物の販売 関あいの会

だんご、不用品の販売 こぼの会

サーターアンダーギーの販売 関地区更生保護女性会

うどん、コーヒーの販売 関ボラ絆の会

五目御飯、お茶、
円空汁の無料配布（13:30～） 災害ボランティア関

マドレーヌ、中華スープ 関市国際交流協会

上之保産ゆずのパウンドケーキ
(販売時間13:00まで)

関有知高等学校
生活福祉科

３色白玉ぜんざい 関市役所　スイーツ部

広げよう献血の輪！ 関市献血推進協議会

休日骨髄ドナー集団登録会 岐阜県関保健所

時 間 内 容 ・ テ ー マ 団 体 名

10:30〜
11:00

元気に動いて楽しもう
３Ｂ体操！！ （公社）日本３Ｂ体操協会

11:00〜
11:30

懐かしい童謡唱歌を
楽しく歌おう！ ナ歌喜（なかよし）

11:30〜
12:00

みんなで楽しむ
琴の音色！！ 箏曲　長沼会

12:30〜
12:45 子どもたちのフラダンス オリ　アロハ　アイナ

（ケイキ）

13:30~
14:00

ハモって楽しむ
懐かしの歌 スウィートエコーせき

14:00~
15:00

やさしい音色で心豊かな
時間をあなたに･･･ 琴修会
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学習情報館１階

学習情報館３階

学習情報館２階

総合体育館１階

展示・体験コーナー

会 場 内 容 ・ テ ー マ 団 体 名

ギャラリー

広めよう　高めよう
桜ヶ丘の文化

桜ヶ丘ふれあい
センター

ふれあいで見つけよう、1学習、
1スポーツ、1ボランティア！

倉知ふれあい
センター

楽しい！カンタン！
オリジナルスタンプ作り 消しゴムスタンプの会

楽しいゲーム、マン
カラとカロム体験！

関市レクリエーショ
ン協会

２－１研修室

切り絵やってみませ
んか？楽しいよ！ 関切り絵同好会

集い　学び　ふれあ
う　まちづくり 安桜ふれあいセンター

お正月のモチ花で新し
い年を迎えましょう 真珠の会

田原のそこ力！！ 田原ふれあい
センター

料理実習室 親子で楽しいおやつ
作り

関市地域女性の
会連合会

創作実習室

たまごのカラで香りの
インテリアを作ろう！ 山の工房　無

香りの壁飾りを
作ろう 関ハーブ研究会

和　室

着物で楽しく友達
つくり よそほひの会

小・中学生によるお茶会、
体験もできます！ なつめ会

国際交流
コーナー

ぼく、わたし　
うつってますか!?

関市社会教育視聴覚
協議会

会 場 内 容 ・ テ ー マ 団 体 名

エントランス
ホール壁面

1年間の行事、
活動記録の発表 関市女性連絡協議会

四季の文化刺しゅうと
木目込み人形の展示

関木目込み人形と
文化刺しゅうクラブ

はがきからの日本画 彩日本画会

旭ヶ丘地区の皆様の
作品を展示

旭ヶ丘ふれあい
センター

年賀状短歌等から楽し
くかな文字に親しもう 毛筆かな教室

心豊かなふれあいの
まちづくり

千疋ふれあい
センター

手書きの文字の
楽しさを見て下さい

ペン習字教室
香芸会

特別陳列室壁面 観光の街について せきガイドグループ

エントランス
フロアー

おいしく食べて美しく
健康に！ 食を考える会

ステキな鉢にかわいい
お花を寄せ植しましょう 関寄せ植えサークル

木彫りで楽しむクリスマス・
干支のお正月飾り 木彫グループ　萠

トートバッグの
絵付け体験！

トールペイント
サークル

夢に挑戦！凧づくり 関　凧の会

あなただけの手作り
カレンダーを作ろう

関市生涯学習ボランティア･
アドバイザーの会

ハワイアンな小物
づくり ナプアエコル

エントランス
ホール前

円空彫りに挑戦しよ
う！ 岐阜円空仏を彫る会

会 場 内 容 ・ テ ー マ 団 体 名

パソコン研修室

パソコンで年賀状・カレン
ダー・名前ラベルづくり！

いきいきパソコン
同好会

パソコンで年賀状・カレン
ダー・名前ラベルづくり！ ＰＣフレンドリー

パソコンで年賀状・カレン
ダー・名前ラベルづくり！

岐阜国際マイコン
クラブ

会 場 内 容 ・ テ ー マ 団 体 名

メインアリーナ
子ども航空教室 中日本航空専門学校

「健康チェック」で自分の体を調
べてみよう！（受付：15時まで） 岐阜医療科学大学

サブアリーナ

人と、地域と、つながる未来
（時間＝内容により異なる）

中部学院大学・中部学
院大学短期大学部

化石クリーニング体験
（受付：15時まで） 岐阜県博物館

※各コーナーの詳しい開催時間などはお尋ねください。

10：00〜
15：30
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未来の科学の夢絵画  (一社)岐阜県発明協会長賞
発電マイク
美濃羽 亮佑 さん（旭ヶ丘小5年）

未来の科学の夢絵画  関市長賞

発達雲分さん飛行機＆雨雲配達シール
今井 浩亮 さん（富岡小4年）

未来の刃物・アイデア刃物 関市長賞

プロのうで前 スマート包丁
羽田野 真央 さん（旭ヶ丘小5年）

未来の科学の夢絵画

未来の刃物・アイデア刃物

( 一 社 ) 岐 阜 県 発 明 協 会 長 賞 発電マイク 美濃羽亮佑さん 旭ヶ丘 小5年
関 　 　 市 　 　 長 　 　 賞 発達雲分さん飛行機＆雨雲配達シール 今井　浩亮さん 富 岡 小4年
関  市  議  会  議  長  賞 お料理やわらかへんしん機 亀山　史華さん 金 竜 小5年
発  明  協  会  関  支  会  長  賞 盲導ステッキ 中村　百伽さん 金 竜 小6年
関 　 市 　 教 　 育 　 長 　 賞 未来のエコ町 加納　音汰さん 緑ヶ丘 中1年
関  商  工  会  議  所  会  頭  賞 人工光合成でＳＴＯＰ温暖化 木村　有我さん 下有知 中1年
(財)遠藤斉治朗記念科学技術振興財団理事長賞 匠グローブ・ゴーグル 久世明日海さん 瀬 尻 小3年
関市民リサイクル推進協議会長賞 猛暑豪雨発電 中島　　桜さん 武儀東 小4年
関中央ロータリークラブ環境保全委員長賞 電気すいとり機 野村　美月さん 桜ヶ丘 小3年

関 　 　 市 　 　 長 　 　 賞 プロのうで前　スマート包丁 羽田野真央さん 旭ヶ丘 小5年
関  市  議  会  議  長  賞 ぱっちんカット 久世　王海さん 緑ヶ丘 中1年
発  明  協  会  関  支  会  長  賞 トースターパンナイフ 坂井　玲音さん 倉 知 小6年
岐阜県関刃物産 業 連合 会長 賞 すいとりばさみ 平田　凰恭さん 博 愛 小1年
岐阜県関刃物産 業 連合 会長 賞 かってにとぐ刃物 太田晃之介さん 武 芸 小6年

　

第
52
回
関
市
発
明
展
「
児
童
生
徒
の
発
明

く
ふ
う
作
品
」
「
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
」

「
未
来
の
刃
物
・
ア
イ
デ
ア
刃
物
」
部
門
で

入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。
ど
の
作
品
も
子
ど
も
の
自
由
な
発
想
と

純
粋
な
心
が
表
れ
て
い
ま
す
。

◆
照
会
先　

商
工
課　

☎
２３
―
６
７
５
2 夢

児童生徒の発明くふう作品  岐阜県知事賞

新聞をめくる道具
桑畑 夢叶 さん（桜ヶ丘小6年）

児童生徒の発明くふう作品  (一社)岐阜県発明協会長賞

安全くぎ打ちゴム
太田 晃之介 さん（武芸小6年）

児童生徒の発明くふう作品  関市長賞

グラピカッ！Light
福田 都武 さん（富野中3年）

児童生徒の発明くふう作品
岐 　 阜 　 県 　 知 　 事 　 賞 新聞をめくる道具 桑畑　夢叶さん 桜ヶ丘 小6年
( 一 社 ) 岐 阜 県 発 明 協 会 長 賞 安全くぎ打ちゴム 太田晃之介さん 武 芸 小6年
関 　 　 市 　 　 長 　 　 賞 グラピカッ！Light 福田　都武さん 富 野 中3年
関  市  議  会  議  長  賞 片手でも使えるトイレットペーパーホルダー 坂井　玲音さん 倉 知 小6年
発  明  協  会  関  支  会  長  賞 おじいちゃんのための楽なくわ 今井　海里さん 富 岡 小5年
関 　 市 　 教 　 育 　 長 　 賞 フリーハンドマグネットキーホルダー 今井　萌香さん 旭ヶ丘 中1年
関  商  工  会  議  所  会  頭  賞 教科書スタンド 溝畑　秀斗さん 下有知 中2年
関  市  教  育  委  員  長  賞 かたづけ楽チン天ぷらルンルン 廣瀬　純白さん 瀬 尻 小2年
関 市 小 中 学 校 長 会 長 賞 すべり落ちにくいタオルかけ 岡田　直樹さん 緑ヶ丘 中3年
(財)遠藤斉治朗記念科学技術振興財団理事長賞 手が不自由な人のはみがきセット 古田　　毅さん 下有知 小6年
関 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 長 賞 折りたたみ式ピカピカ安全旗★ 廣瀬　純聖さん 瀬 尻 小6年
関市民リサイクル推進協議会長賞 おばあちゃんのためにベッドのすべり止めと尖足予防器具 亀山　史華さん 金 竜 小5年
関 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長 賞 災害にそなえよう！！ 加藤　　雅さん 上之保 小6年
関中央ロータリークラブ会長賞 楽々水切り皿 土屋　徹朗さん 武 儀 中1年
(一社)関 青 年 会 議 所 理 事 長 賞 干し竿ホルダー 石河　騎士さん 緑ヶ丘 中1年
国 際 ソロプ チミスト関 会 長 賞 イヤホンタイマー 津留　和樹さん 武 儀 中3年
関ロータリークラブ環境保全委員長賞 おふろタイマー 西澤　優聖さん 博 愛 小5年
関美濃まんりょうクラブ会長賞 忘れ物をしない本立て 中島　　桜さん 武儀東 小4年
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イイ ハ

11月8日は「刃物の日」
～刃物を大切に・刃物に感謝～

不用になった刃物は、回収・リサイクル・リユースします

　11月8日「刃物の日」は、生活や文化と切っても切り離せない身近な道具である刃物を見
直し、使い手や造り手の立場で大切にし、感謝する日です。

　ご家庭で不用になった刃物がありましたら、回収ボックスのあるお店や
刃物会館、市役所などで引き取りますので、包んでお持ちください。回収
された刃物は「刃物供養祭」で丁重に供養され、貴重な資源として新し
い刃物に生まれ変わります。また、集められた不用刃物の中でまだ使える
ものは修理し、災害時に使用できるよう備蓄します。皆さんのご協力をお
願いします。

第 29 回刃物供養祭
◆日　時　11 月 8 日（金）午前 10 時～
◆場　所　関鍛冶伝承館
◆照会先　岐阜県関刃物産業連合会　☎ 22 － 4941

わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」

重田  みゆきさん
（印象評論家・インプレッショントレーナー）

300人（申し込み順）

大きめの手鏡、筆記用具

11月11日（月）午前 8 時 30 分から申し込み開始

関市市民協働課男女共同参画係

〒 501-3894　関市若草通 3 丁目1 番地

☎ 22-3131（内線1362）　 23-7744　 shiminkyodo@city.seki . lg.jp 

※託児あり（無料・定員10人 )
　ご希望の方は、11月29日（金）までに子どもの氏名（ふりがな）、年齢、性別をお知らせください。
※手話通訳を準備しますので、必要な方は申し込み時にお知らせください。

  12 月8 日（日） 午後1時〜

人は0.5秒で選ばれる
~ チャンスが 20 倍増える印象力の磨き方 ~
男女がともに輝いて暮らせる社会について考えましょう

第 14 回 関市男女共同参画市民フォーラム

日 時
場 所

定 員

講 師

持ち物
申込先

関＊はもみん、
空（くう）ちゃん、
小瀬うかるくんも

来るよ！
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　刃物のまち関市の一大まつり「第46 回刃物まつり」

が、さわやかな秋空のもと盛大に開かれ、10 月12・13

日の２日間で26 万人もの観光客が関市を訪れまし

た。恒例の刃物大廉売市では多くの来場者であふれか

える中、品定めや値段交渉をする姿が見られました。

また関鍛冶伝承館では古式日本刀鍛錬の一般公開や

特別企画展「エヴァンゲリヲンと日本刀展」に人気が

集まり、会場では大変なにぎわいを見せていました。

広報せき 2013.11.1

刀都のまつり、 大にぎわい！

　

芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、関
市
で
は「
市
民
ひ
と
り
１
ス
ポ
ー

ツ
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
私
自
身
も
ス
ポ
ー

ツ
を
観
戦
す
る
こ
と
も
、
実
際
に
自
分
で
身
体

を
動
か
す
こ
と
も
大
好
き
で
す
。

　

早
朝
野
球
の
試
合
に
も
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
1
年
間
を
通
し
て
続
け
て
い
る
の
は
ジ
ョ

ギ
ン
グ
で
す
。

　

今
月
の
ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
マ
ラ
ソ
ン
、
来
年
1

月
の
関
市
駅
伝
大
会
、
3
月
の
関
シ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
、
い
ず
れ
の
大
会
も
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参

加
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
健
康
づ
く
り
・
仲
間

づ
く
り
の
た
め
に
、
ど
ん
な
形
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
ぜ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
30
日
（
土
）、「
せ
き
サ
イ
ク
ル
・
ツ
ー

リ
ン
グ
２
０
１
３
」
と
い
う
関
市
で
初
め
て
の

自
転
車
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
豊
か

な
自
然
を
体
感
し
な
が
ら
武
芸
川
・
洞
戸
・

板
取
地
区
を
自
転
車
で
走
り
抜
け
る
魅
力
あ

ふ
れ
る
コ
ー
ス
で
す
。
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

地
点
は
武
芸
川
事
務
所
で
、
板
取
川
温
泉
を

折
り
返
し
地
点
と
す
る
本
格
的
な
「
レ
ギ
ュ

ラ
ー
コ
ー
ス
（
73
．
２
ｋ
ｍ
）」
と
、
洞
戸

高
賀
神
水
庵
を
折
り
返
し
地
点
と
す
る
家
族

な
ど
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス（
38
．
０
ｋ
ｍ
）」が
あ
り
ま
す
。

沿
道
で
の
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
！

せ
き
サ
イ
ク
ル
・ツ
ー
リ
ン
グ

を
初
開
催

vol.8

9月16日〜10月15日にあった

市内の話題を中心にご紹介します。

せきサイクル・ツーリング２０１３のチラシ
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　建設業労働者の組合「全建総連岐阜建労関総支部」が

倉知小学校で9 月29 日、ボランティア活動として、学校

施設の整備や補修を行いました。大工や外装業など建

設・建築のプロの皆さんが参加して、痛みの激しい教壇

の木材や掲示板の壁材の張り替え、下駄箱の新規取り付

けなどを手分けして取り組みました。設計図をもとにし

て、電動のこぎりやハンマーなど慣れた手つきで、手際

よく作業しました。

　10 月3 日、上之保中学校の３年生が、上之保保健セン

ターで赤ちゃんふれあい体験を行いました。地元の協力

親子も９組が参加し、核家族や少子化で乳幼児とのふれ

あいの機会が少ない中、乳幼児や乳幼児の母親との交流

を通して、親への感謝の気持ちを持つとともに命の大切

さや育児について学びました。参加した生徒からは、「改

めて両親のありがたさを感じることができ、感謝の気持

ちを伝えたい」と話しました。

　9 月21 日、関市役所市民広場にて、「名月と萩の夕べ」

が開催され、集まった約500 人の来場者は名月を愛でな

がらの音楽鑑賞を楽しみました。水面に浮かぶろうそく

の灯りに照らされた野外ステージでは、筑前琵琶の演奏

やジャズ演奏が披露され、独特の雰囲気が会場を包み込

みました。また会場内には、短歌や俳句などが書きした

ためられた行灯が置かれたり、お茶席が設けられたり

と、秋の夜長を演出していました。

　10 月13 日、本堂の舞台造りが清水寺に似ているこ

とから、美濃清水とも呼ばれる日龍峯寺（高澤観音）で

「ムーンライトコンサートin 高澤2013」が開催されまし

た。境内の中にある千本檜をライトアップして幻想的な

空間が演出されました。出演者には、地元のコーラスグ

ループのほか、ソプラノ歌手や特別ゲストのクラシック

演奏など、さまざまなジャンルの音楽で、200 人を超え

る聴衆は聞き入っていました。

　刃物まつりのステージにおいて、関市生まれのゆる

キャラたちが勢ぞろいしました。左から、関の刃物大使

「空ちゃん」。小瀬鵜飼のキャラクター「小瀬うかるく

ん」。そしてご存じ関市のイメージキャラクター「はも

みん」です。ちなみにその隣には姉妹都市である富山県

氷見市のイメージキャラクター「忍者ハットリくん」で

すね。関市のＰＲのため、これからも活躍してくれるこ

とでしょう。皆さんの応援、よろしくお願いします。

広報せき 2013.11.1

専門の技術を生かします

生命の尊さを学びました

月下に響く音色に酔いしれる

月光と音楽が奏でる癒し空間

関のゆるキャラ、 勢ぞろい♪
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関
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

消
防
訓
練

　

関
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
、
消
火

器
取
り
扱
い
訓
練
と
煙
道
体
験
を
消
防
署
指

導
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
（
火
）
午
後
１
時
～
（
申

し
込
み
不
要
）

■
場
所　

西
部
公
民
セ
ン
タ
ー
（
北
福
野
町

２
）

■
服
装　

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
な
ど

■
そ
の
他　

雨
天
時
は
、
救
急
法
講
習
を
実

施
し
ま
す
。

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

女ひ
と

と
男ひ
と　

さ
ん
か
く
セ
ミ
ナ
ー

落
語
で
考
え
る
！
男
女
の
役
割

私
た
ち
の
男
女
共
同
参
画

　

岐
阜
大
学
落
語
研
究
会
に
よ
る
若
さ
あ
ふ

れ
る
元
気
な
落
語
を
通
し
て
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
和
室
」

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

11
月
５
日
（
火
）
か
ら
市
民
協

働
課
（
☎
23
―
６
８
３
１　

23
―
７
７

４
４
）

平
成
25
年
度
人
権
講
演
会

■
日
時　

12
月
４
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８

時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
内
容　

講
演
「
輝
け
！
み
ん
な
の
大
切
な

命
」

■
講
師　

藪
本
雅
子
さ
ん
（
元
日
本
テ
レ
ビ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
記
者
）

■
定
員　

３
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
28
日
（
木
）
ま
で

に
福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
３
４
９

　

23
―
７
７
４
８
）
ま
た
は
生
涯
学
習

課
（
☎
23
―
７
７
７
７　

23
―
７
７
７

８
）

身
体
障
が
い
者

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
（
受

付
＝
午
前
９
時
30
分
～
）

■
場
所　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
柳
町
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
身
体
障
が
い
者

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

11
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
福
祉

政
策
課
。（
☎
23
―
９
０
３
１　

23
―

７
７
４
８
）

　

※
申
し
込
み
の
際
に
障
が
い
部
位
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

寺
尾
の
巨
石
・
郷
土
遺
跡
め
ぐ
り

　

地
域
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然
や
遺
跡
を

観
察
す
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
前
９
時
集
合

　

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

■
集
合
場
所　

武
芸
川
町
谷
口
・
中
河
原
公

園
（
喫
茶
花
の
木
裏
）

　

※
駐
車
場
＝
寺
尾
小
学
校

■
コ
ー
ス　

体
力
に
応
じ
て
、
巨
石
め
ぐ
り

（
約
３
時
間
）・
郷
土
遺
跡
め
ぐ
り
（
約

２
時
間
）
コ
ー
ス
を
選
択

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
生
活
共
生

会
・
井
上
（
☎
０
９
０
―
６
０
９
９
―

５
４
１
２
）、
環
境
ネ
ッ
ト
せ
き
・
平
田

（
☎
０
９
０
―
７
３
０
５
―
６
９
１
１
）

広報せき 2013.11.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー
午前10時〜午後6時

■照会先　せき・まちかど工房を
　　　　　支援する会

（本町商店街事務局内  ☎24-8212）

作陶・ＣＧ二人展

おおざる工房

岐阜新聞写真協会

みきの会

みやび展

11月3日（日・祝）まで

11月12日（火）～11月17日（日）

11月26日（火）～12月1日（日）

11月5日（火）～11月10日（日）

11月19日（火）～11月24日（日）

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎ 23-7777

11月2日(土）～11月10日(日)

11月23日(土・祝）～11月24日(日)

ふれ愛写真作品展／
あったか子ども見守り標語展

SEKIいきいきフェスタ2013
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第
36
回
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
・

文
化
祭

　

年
齢
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
入
場
で
き

ま
す
。（
入
場
無
料
）

■
期
日　

11
月
21
日
（
木
）

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

【
大
会
（
式
典
・
表
彰
式
）】

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
20
分

■
内
容　

式
典
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰
・
作
品
展
入
賞
者
の
表
彰

【
文
化
祭
（
芸
能
祭
）】

■
時
間　

午
前
10
時
20
分
～
午
後
４
時

■
内
容　

舞
踊
、
民
踊
、
民
謡
、
詩
吟
、
大

正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
器
楽
演
奏
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

な
ど

【
文
化
祭
（
作
品
展
）】

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

■
内
容　

書
、
絵
画
、
彫
刻
、
手
工
芸
品
、

写
真
、
陶
芸
な
ど
を
ホ
ワ
イ
エ
で
展
示

■
照
会
先　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
☎
24
―
４
０
３
５
）
ま
た
は
高
齢
福
祉

課
（
☎
23
―
８
１
２
７
）

第
29
回

関
市
民
元
旦
サ
ッ
カ
ー
大
会

■
日
時　

12
月
１
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

か
ら
開
会
式

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
中
池
ほ
か

■
種
目
・
参
加
費　

▽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
学

童
の
部
＝
１
団
１
０
０
０
円　

▽
中
学
生

の
部
＝
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円　

▽
高
校

生
・
一
般
の
部
（
16
歳
以
上
）
＝
１
チ
ー

ム
２
０
０
０
円　

▽
シ
ニ
ア
の
部
（
40
歳

以
上
）
＝
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
未
加
入
の
チ
ー
ム
は
、
保
険
料

３
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

■
参
加
資
格　

市
内
に
本
籍
が
あ
る
方
、
市

内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

■
代
表
者
会
議　

11
月
20
日
（
水
）
午
後
７

時
30
分
～　

わ
か
く
さ
プ
ラ
ザ
「
総
合
体

育
館
・
２
―
１
会
議
室
」

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
15
日
（
金
）
午
後

5
時
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、
参
加
費
を
添
え
て
中
池
公
園
陸
上
競

技
場
内
・
関
市
体
育
協
会
（
☎

23
―
８

５
１
１
）
へ
提
出

市
民
弓
道
大
会

■
日
時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～

■
場
所　

関
市
弓
道
場
（
本
郷
町
）

■
種
目　

一
般
の
部
、学
生
の
部
、高
校
の
部
、

小
中
学
生
の
部

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
ま
た
は

ス
ポ
ー
ツ
籍
の
あ
る
方

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
29
日
（
金
）
ま
で

に
氏
名
・
年
齢
・
段
位
・
性
別
・
所
属
を

記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
市
弓
道
協
会
・

加
納
稔
ま
で
（

24
―
６
１
３
３　

☎
24

―
１
５
２
２
）

トレーニング機器取扱説明会

日　時

場　所
対　象
定　員
持ち物
申込先

11月23日（土・祝）午前10時～11時の部
　　　　　　 　   午前11時～正午の部
わかくさ・プラザ「総合体育館・トレーニングルーム」
15歳以上（中学生を除く）
各部100人（申し込み順）
運動ができる服装、屋内用シューズ
11月1日（金）～20日（水）の
午前8時30分～午後5時に
わかくさ・プラザ「総合体育館」（☎23-8822）

わかくさ・プラザ
「総合体育館」

11月7日（木）・21日（木）午後7時～9時
※登録料が必要

11月9日（土）午後1時30分～4時
※参加無料

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

11月16日（土）
グリーン・フィールド中池

▽午前 9 時～
　関市小学生タグラグビー大会
　（兼第 10 回全国小学生タグラグビー
　  選手権大会関市予選）

▽終了後
　小学生スクール
　ミニラグビー
　フットボール
　交流戦

※日程は変更になる場合があります。

第13回

関市ラグビーフットボール
フェスティバル
関市ラグビーフットボール
フェスティバル

第２部
期  日
場  所

内
　
容

■照会先　
関市ラグビーフェス実行委員会（関市体育協会　☎23-8511） 

入場
無料

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.11.1
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中
濃
法
人
会
文
化
講
演
会

■
日
時　

11
月
22
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３

時
30
分

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

■
演
題　
「
一
緒
に
生
き
て
行
こ
う
‼
～
あ

な
た
の
愛
を
求
め
て
い
ま
す
～
」　

▽
講

師
＝
家
田
荘
子
さ
ん（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
、小
説
家
、高
野
山
真
言
宗
僧
侶
）

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
先　
（
一
社
）
中
濃
法
人
会
（
☎
24

―
２
３
４
１
）

特
定
外
来
生
物

移
入
防
止
研
修
会

　

木
曽
三
川
の
淡
水
魚
や
外
来
魚
の
影
響
に

つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

■
日
時　

12
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
５
時　

※
午
後
１
時
受
付
開
始

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
３
階
・
３
―
１
会
議
室
」

■
講
師　

向
井
貴
彦
さ
ん
（
岐
阜
大
学
地
域

科
学
部
准
教
授
）

■
定
員　

50
人
（
申
し
込
み
順
、
事
前
申
し

込
み
必
要
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

木
曽
三
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

（
☎
０
５
８
―
２
５
１
―
１
１
２
５
）

惟
然
市
・
刃
物
研
ぎ
コ
ー
ナ
ー

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
俳
人
広
瀬
惟
然

を
偲
び
、
惟
然
市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
惟

然
市
で
は
、新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、

刃
物
研
ぎ
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日　

午
前
９

時
～
11
時

■
場
所　

関
商
工
会
議
所
南
側「
本
町
ひ
ろ
ば
」

■
照
会
先　

関
商
工
会
議
所
（
☎
22
―
２
２

６
６
）

岐
阜
県
博
物
館
の
お
知
ら
せ

【
徳
山
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
】

　

旧
徳
山
村
民
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
講
師
か

ら
の
講
話
、
徳
山
名
物
「
地
獄
う
ど
ん
」
の

調
理
実
演
と
試
食
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
16
日
（
土
）
正
午
～
午
後
１

時
30
分

▽
定
員　

１
０
０
人
（
申
し
込
み
不
要
）

▽
参
加
費　

無
料

※
当
日
受
け
付
け
、
午
前
11
時
に
整
理
券
配
布

【
た
ね
で
あ
そ
ぼ
う
】

　

植
物
の
種
や
木
の
実
な
ど
身
近
な
自
然
か

ら
採
れ
る
材
料
を
使
っ
て
、
も
の
づ
く
り
や

ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

▽
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
・
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）

▽
参
加
費　

入
館
料
の
み

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

■
場
所
・
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28

―
３
１
１
１　

28
―
３
１
１
０
）

長
良
川
鉄
道
だ
よ
り

【
郡
上
大
和
の
ど
ぶ
ろ
く
と
お
す
す
め
料
理
】

■
開
催
日　

11
月
22
日
（
金
）・
28
日
（
木
）・

30
日
（
土
）、
12
月
１
日
（
日
） 

■
募
集
人
数　

各
日
30
人
（
最
小
催
行
人
数

20
人
）

■
参
加
費　

６
０
０
０
円
（
往
復
運
賃
、
食

事
代
、
試
飲
代
）

■
行
程　

関
駅
（10:57

発
）
→
郡
上
大
和

（12:15

着
）
～
大
和
町
郷
土
料
理
～
蔵

元
平
野
醸
造
地
酒
試
飲
～
古
今
伝
授
の

里
や
ま
と
～
郡
上
大
和
（15:38

発
）
→

関
駅
（17:01

着
）

【
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加
茂
共
同
企
画
・
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
ク
ー
ポ
ン
】

　

長
良
川
鉄
道
往
復
乗
車
券
と
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
美
濃
加
茂
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
ク
ー
ポ
ン
で
す
。

■
料
金　

乗
車
駅
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
▽

関
駅
＝
１
８
６
０
円

※
シ
ニ
ア
料
金（
65
歳
以
上
）、小
人
料
金（
小

学
生
以
下
）
あ
り

■
営
業
時
間　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

※
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
午
後
１
時
30
分
、
火

曜
定
休  

１
階
レ
ス
ト
ラ
ン
・
コ
コ
ッ
ト

■
出
発
時
間　

▽
関
駅
＝10:31

発
、12:15

発

■
照
会
先　

長
良
川
鉄
道
株
式
会
社
（
☎
23

―
３
９
２
１
）

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

ペ
ッ
ト
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
講
師
に
迎

え
、
犬
の
し
つ
け
方
の
基
本
や
問
題
行
動
の

矯
正
の
仕
方
な
ど
を
、
講
義
と
実
技
を
通
し

て
学
び
ま
す
。

■
日
時　

11
月
13
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

２
時
間
程
度

■
場
所　

中
濃
総
合
庁
舎
（
美
濃
市
）

■
定
員　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

※
狂
犬
病
予
防
注
射
と
５
種
以
上
の
混
合
ワ

ク
チ
ン
接
種
済
み
で
あ
れ
ば
、
愛
犬
を

連
れ
て
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

関
保
健
所
生
活
衛
生
課
（
☎
33

―
４
０
１
１　

内
線
３
５
８
）

外
国
人
に
教
え
る

や
さ
し
い
日
本
語
講
座

　

在
住
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
た
め
の

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。ま
た
、

実
際
に
外
国
人
を
生
徒
に
体
験
授
業
を
行
い

ま
す
。

■
日
時　

11
月
20
日
～
12
月
18
日
の
毎
週
水

曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
（
全
５

回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
２
―
１
研
修
室
」

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
10
人
以
下
の
場
合
は
、
講
座
中
止

■
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
非
会
員
の
場
合

は
別
途
年
会
費
２
０
０
０
円
が
必
要
）

■
申
込
・
照
会
先　

国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
秘
書
広
報
課
内
☎
23
―
６
８
０
６　

23
―
7
7
4
4
）
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
様
ポ
ー
ル
を
使
用
し

て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
両
足
へ
の

負
担
軽
減
と
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
ア
ッ
プ
が
期

待
で
き
ま
す
。
プ
ロ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
で
、
初
心
者
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま

す
。

■
日
時　

▽
11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▽
12
月
４
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時　

※
受
付
は
、
30
分

前
か
ら

■
場
所　

わ
か
く
さ
プ
ラ
ザ「
総
合
体
育
館
・

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」

　

※
天
候
が
良
い
場
合
は
屋
外
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

■
定
員　

各
１
０
０
人
（
事
前
予
約
必
要
）

■
受
講
料　

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
料
と
し
て
５

０
０
円　

※
当
日
支
払
い

■
持
ち
物　

屋
外
シ
ュ
ー
ズ
、
室
内
用
シ
ュ

ー
ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
０
１
１
１
、

23
―
６
７
５
７
）

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

中
濃
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は
、
地

域
や
施
設
で
「
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
、
そ

の
想
い
を
聴
き
取
る
」
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
22
日
（
金
）・
23
日
（
土
）・

29
日
（
金
）・
30
日
（
土
）
午
後
１
時
～

４
時

■
場
所
　
武
芸
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

関
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
22

―
０
３
７
２　

23
―
６
８
６
３
）

家
族
教
室

　

統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
疾
患
が
あ
る
方

の
家
族
が
、疾
病
や
対
応
方
法
な
ど
を
学
び
、

家
族
同
士
で
交
流
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
３
階
・
３
―
３
会
議
室
」

■
内
容　

▽
講
話
「
地
域
で
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
に
～
統
合
失
調
症
患
者
さ
ん

へ
の
対
応
を
中
心
に
～
」　

▽
座
談
会

■
講
師　

浅
野
雅
彦
さ
ん
（
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
す
い
せ
い
・
精
神
保
健
福
祉

士
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

11
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
関
保

健
所
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係
（
☎
33

―
４
０
１
１
内
線
３
６
１
・
３
７
５
）

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
運
動
教
室

in
む
げ
が
わ

■
日
時　

11
月
29
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分

～
正
午

■
集
合
場
所　

武
芸
川
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

市
内
在
住
の
30
～
74
歳
の
方

■
内
容　

▽
武
芸
川
の
名
所
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
専
門
指
導
員
に
よ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ

ォ
ー
ム
の
指
導
）　

▽
ス
ト
レ
ッ
チ
、
イ

ン
チ
ャ
ク
体
操
（
ヌ
ン
チ
ャ
ク
に
似
た

器
具
で
肩
甲
骨
を
動
か
し
体
幹
を
鍛
え

正
し
い
姿
勢
を
つ
く
る
）　

※
雨
天
時
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
み
。

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
の
で

き
る
服
装
と
靴

■
申
込
先　

11
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
武
芸

川
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
46
―
２
８
９
９
）

ひ
ま
わ
り
の
丘
医
療
講
座

■
日
時　

11
月
30
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

ひ
ま
わ
り
の
丘
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
２
階
・
会
議
室

■
テ
ー
マ　

て
ん
か
ん
の
理
解
「
基
礎
知
識

と
対
応
方
法
に
つ
い
て
」（
仮
題
）　

▽

講
師
＝
中
村
仁
さ
ん
（
な
か
む
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
・
申
し
込
み
不
要
）

■
照
会
先　

ひ
ま
わ
り
の
丘
第
二
学
園

　

原
ま
た
は
若
井
（
☎
23
―
２
５
５
２
）

75
歳
以
上
の
方
の
た
め
の

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

■
日
時　

12
月
13
日
（
金
）
～
平
成
26
年
３

月
14
日
（
金
）
の
毎
週
金
曜
日　

午
前

10
時
～
11
時
30
分
（
全
10
回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
２
階
・
リ
ハ
ビ
リ
室
」

■
対
象　

市
内
在
住
の
75
歳
以
上
の
方

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
持
ち
物  

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で

き
る
服
装

■
申
込
先　

11
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
（
☎
23
―
９
０
０
７　

23
―
７

７
４
８
）

長
良
川
鉄
道
関
駅

待
合
室
の
活
用
を

　

長
良
川
鉄
道
は
、
笑
顔
と
に
ぎ
わ
い
で
あ

ふ
れ
る
関
駅
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

プ
チ
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
教
室
な
ど
を
開
催

し
、
待
合
室
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー

ク
ル
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
な
内
容
、
手
続
き
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

長
良
川
鉄
道
株
式
会
社
（
☎
23

―
３
９
２
１
）
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第
35
回
関
市
新
春
文
芸
作
品
展

　

一
般
の
部
、
小
中
学
生
・
高
校
生
の
部
で

文
芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
文
化
会
館
な
ど
で
の
配
布
チ

ラ
シ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
応
募
期
間　

11
月
19
日
（
火
）
ま
で
に

■
展
示
期
間　

１
月
15
日（
水
）～
18
日（
土
）

■
展
示
場
所　

関
市
文
化
会
館

■
送
付
・
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４

５
５
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

能
力
活
用
の
た
め
、
各
地
域
に
設
置
さ
れ
て

い
る
公
益
社
団
法
人
で
す
。
そ
の
運
営
は
、

地
域
の
高
齢
者
で
あ
る
会
員
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
員
が
請
け
負
う
業
務
の
種
類
は
、
一
般

事
務
か
ら
庭
木
の
剪
定
な
ど
の
技
能
を
要
す

る
も
の
、
清
掃
な
ど
の
軽
作
業
ま
で
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　

常
時
、
会
員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
現
在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
業
務
（
育
児

援
助
・
高
齢
者
見
守
り
な
ど
）
に
携
わ
る
会

員
が
不
足
し
て
お
り
、
意
欲
の
あ
る
方
を
求

め
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

24
―
５
６
６
６
）

中
濃
消
防
組
合
職
員

■
募
集
人
数　

事
務
職
（
庶
務
・
経
理
）
１
人

■
受
験
資
格　

平
成
８
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
学

校
を
卒
業
し
た
人
（
来
年
３
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）

■
試
験
日　

▽
第
１
次
＝
12
月
15
日
（
日
）

　

▽
第
２
次
＝
１
月
17
日
（
金
）

■
試
験
内
容　

▽
第
１
次
＝
教
養
試
験
、
適

正
検
査
、
作
文
試
験　

▽
第
２
次
＝
口

述
試
験
（
面
接
）

■
受
付
期
間　

11
月
１
日（
金
）～
29
日（
金
）

■
申
込
方
法　

所
定
の
受
験
申
込
書
に
記
入

し
、
中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

へ
提
出
。
申
込
書
の
返
信
用
は
が
き
に

必
ず
50
円
切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
な
ど
は
同
本
部
総
務
課
、
各
消
防

署
、
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務

課
（
☎
23
―
９
０
９
０
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

12
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
満
20
歳
以

上
の
人
で
、
関
市
に
住
民
登
録
を
し
て
か
ら

３
カ
月
以
上
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
方

を
、
12
月
２
日
に
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登

録
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
登
録
さ
れ
る
方

の
名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
期
間　

12
月
３
日
（
火
）
～
７
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所　

市
役
所
５
階
・
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
総
務
管
財
課
内
）
※
７
日
（
土
）

は
、
市
役
所
１
階
・
守
衛
室

■
照
会
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

23
―
６
８
０
３　

23
―
１
６
０
０
）

子
育
て
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　

こ
の
調
査
は
、
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実

に
向
け
、
平
成
27
年
度
よ
り
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、

子
育
て
の
状
況
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す

る
要
望
や
意
見
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
行

い
ま
す
。

　

ご
回
答
い
た
だ
い
た
調
査
内
容
は
、
市
な

ど
の
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
検
討
の
み
に

利
用
し
、
回
答
者
個
人
が
特
定
さ
れ
た
り
、

他
の
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
調
査
票
記
入
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
対
象　

平
成
25
年
10
月
現
在
、
市
内
在
住

の
０
歳
～
小
学
６
年
生
の
児
童
の
保
護

者
４
５
０
０
人
（
未
就
学
２
５
０
０
人
、

小
学
生
２
０
０
０
人
）

※
地
区
を
考
慮
し
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
対

象
者
を
無
作
為
抽
出

■
期
間　

11
月
中
旬
～
下
旬

■
調
査
方
法　

調
査
票
に
よ
る
保
護
者
記
入

方
式
で
、
郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収
方
法

■
照
会
先　

子
ど
も
家
庭
課
（
☎
23
―
７
７

３
８　

23
―
７
７
４
８
）

紙
芝
居
劇
団
　
孫
六
座

　

紙
芝
居
を
通
し
て
楽
し
い
仲
間
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。
絵
の
好
き
な
方
、
脚

本
に
興
味
の
あ
る
方
、
ま
た
読
み
語
り

を
や
っ
て
み
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

創
作
紙
芝
居
に
は
本
当
に
深
い
楽
し

さ
が
あ
り
ま
す
。

◆
練
習
日
時　

毎
週
月
曜
日　

午
後
７

時
30
分
～
９
時

◆
練
習
場
所　

関
善
光
寺
境
内

◆
会
費　

毎
月
１
０
０
０
円

◆
申
込
・
照
会
先　

孫
六
座
・
原
（
☎

０
９
０
―
２
９
７
４
―
５
５
０
２
）

　
「
市
民
掲
示
板
」
は
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
催
事
案
内
や
、

募
集
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
営
業
・

政
治
・
宗
教
活
動
に
つ
い
て
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん
。
掲
載
団
体
や
掲
載
内
容
に

つ
い
て
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

秘
書
広
報
課
☎
23

　

―
６
８
０
６

会員
募集
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平
成
26
年
度

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
申
し
込
み

　

平
成
26
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
次

の
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
12
月

20
日
（
金
）
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
先

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
施
設
と
申
込
先

▽
関
市
総
合
体
育
館
（
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
武
道
場
、
会
議
室
）

に
つ
い
て
は
、
関
わ
か
く
さ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
総
合
体
育
館
内
☎
23
―
８
８

２
２
）

▽
中
池
公
園
（
市
民
球
場
、
陸
上
競
技
場
、

多
目
的
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
民

プ
ー
ル
、
中
池
体
育
館
、
グ
リ
ー
ン
・

フ
ィ
ー
ル
ド
中
池
）
お
よ
び
鮎
の
瀬
、

十
六
所
、
稲
口
、
松
原
、
下
有
知
、
肥

田
瀬
、
肥
田
瀬
第
２
、
片
倉
、
本
郷
、

テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
各
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
つ
い
て
は
、
中
池
公
園
事
務
所
（
☎

24
―
０
２
１
４
）

※
中
池
体
育
館
は
改
修
工
事
の
た
め
平
成
26

年
８
月
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
改
修
工
事
の
た
め
面

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

本
人
通
知
制
度
の
登
録

　

こ
の
制
度
は
、
事
前
に
登
録
し
た
方
に
対

し
て
、
そ
の
方
に
係
る
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
の
附
票
な
ど
を
、
本
人
の
代
理
人
ま
た
は

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
そ
の
交
付
し

た
事
実
に
つ
い
て
登
録
者
本
人
に
通
知
す
る

も
の
で
す
。

■
登
録
で
き
る
方　

関
市
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
方
、
も
し
く
は
関
市
に
本
籍
が

あ
る
方
（
住
民
票
の
除
票
ま
た
は
除
籍

な
ど
の
あ
る
方
も
含
む
）

■
受
付
窓
口　

市
民
課
（
支
所
お
よ
び
各
地

域
事
務
所
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

■
登
録
方
法　

市
民
課
窓
口
に
あ
る
本
人
通

知
制
度
事
前
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
す
る
こ
と
で
登
録
で
き
ま

す
。

※
登
録
無
料

■
必
要
な
も
の　

登
録
す
る
本
人
の
本
人
確

認
資
料
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

■
通
知
期
間　

登
録
し
た
日
か
ら
３
年
間

■
照
会
先　

市
民
課
（
☎
23
―
７
７
０
０ 

21
―
０
４
７
９
）

関
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

発
行
し
ま
し
た

　

市
は
、住
宅
地
図
メ
ー
カ
ー
「
ゼ
ン
リ
ン
」

と
協
働
で
、２
年
ぶ
り
に
改
訂
版
と
な
る「
関

市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
３
」
を

発
行
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
市
役

所
で
の
手
続
き
方
法
を
は
じ
め
、
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
情
報
が
地
図
と
と
も
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

10
月
末
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
が
、
転
入

者
な
ど
さ
ら
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

秘
書
広
報
課
（
☎
23
―
９
２
６

１　

23
―
７
７
４
４
）

道
路
美
化
事
業
に
ご
協
力
を

　

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
の
苗
を
希
望

団
体
に
配
布
し
ま
す
（
個
人
配
布
は
し
ま
せ

ん
）。
な
お
、
配
布
数
に
は
限
り
が
あ
り
、

希
望
数
に
満
た
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
配
布
数　

１
団
体
に
つ
き
１
０
０
株
ま
で

■
配
布
日　

11
月
25
日
（
月
）
～
12
月
６
日

（
金
）
※
土
日
を
除
く

■
配
布
場
所　

市
役
所

■
申
込
期
間　

11
月
５
日（
火
）～
８
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
申
込
先　

都
市
整
備
課
（
☎
23
―
７
９
８

１　

23
―
７
７
４
６
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
配
布

　

街
路
樹
・
公
園
な
ど
の
清
掃
活
動
の
際
に

使
用
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
必
要
な
方
は
、
左
記
窓
口
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

都
市
整
備
課
（
☎
23
―
７
９
８

１　

23
―
７
７
４
６
）

ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

30
分
以
内
で
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
を
シ
ル
バ
ー
会
員
が
代
行
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

■
業
務
内
容　

電
球
・
蛍
光
灯
の
取
り
替
え
、

日
用
品
の
買
い
物
、
話
し
相
手
な
ど
25
項
目

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

24
―
５
６
６
６
）

個
人
事
業
主
の
記
帳
・
帳
簿
等

保
存
制
度
対
象
者
拡
大

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
う
す
べ
て
の
方
に
つ
い
て
、
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い

方
も
対
象
で
す
。

　

詳
細
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：

//w
w
w
.nta.go.jp

）
ま
た
は
、
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
税
務
署（
☎
22
―
２
２
３
３
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.11.1
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平
成
26
年
関
市
成
人
式
　

　

平
成
26
年
関
市
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

■
対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
市
内
に
住
民
登
録
（
11
月
14
日
現
在
）
を

し
て
い
る
方
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
住
所
の
あ
る
方
で
参
加

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、12
月
６
日
（
金
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
ま
た
は
各
地
域
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
７
７
７

６
）

所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会

　

青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個
人
の
方
を
対

象
に
、
決
算
や
年
末
調
整
事
務
に
お
け
る
留

意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

※
青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
、
確
定
申
告
書

用
紙
に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。（
電
子

申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
送
付
し

ま
せ
ん
。）

※
用
紙
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　

■
照
会
先　

関
税
務
署
・
個
人
課
税
第
一
部

門
（
☎
22
―
２
２
３
７
）

労
働
保
険
の
手
続
き
を

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

の
総
称
で
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
は
必
ず
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
労
災
保
険
」
は
、
労
働
者
が
業
務
や
通

勤
時
に
、
負
傷
、
疾
病
ま
た
は
死
亡
し
た
場

合
に
、
労
働
者
や
遺
族
に
対
し
必
要
な
給
付

を
し
ま
す
。

　
「
雇
用
保
険
」
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た

時
や
教
育
訓
練
を
受
講
し
た
時
な
ど
に
必
要

な
給
付
を
し
ま
す
。

　

ま
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、失
業
の
予
防
、

雇
用
の
安
定
、
労
働
者
の
福
祉
増
進
の
た
め

の
各
種
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

岐
阜
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
（
☎
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１
１
５
）、

関
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
22
―
３
２
５

１
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
関
（
☎
22
―
３
２

２
３
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国
一
斉
強
化
週
間

　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
で

の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女

性
の
人
権
相
談
に
女
性
人
権
擁
護
委
員
が
電

話
で
応
対
し
ま
す
。
相
談
無
料
、秘
密
厳
守
。

■
日
時　

11
月
18
日
（
月
）
～
24
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
右
記
以
外
で
も
、
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
電
話　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０

５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

■
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１
）

戦
没
者
追
悼
式

　

戦
争
に
よ
り
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
、
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。追
悼
式
は
、

ど
な
た
で
も
参
列
で
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
７
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
０
３

２　

23
―
７
７
４
８
）　

地  域 時  間 会  場 連 絡 先

関 午後 1 時 関市文化会館 中央公民館
☎ 23-7776

洞  戸 午前 11 時 洞戸生涯学習
センター

洞戸事務所
☎ 0581-58-2111

板  取 午前 10 時 板取事務所 板取事務所
☎ 0581-57-2111

武芸川 正  午 武芸川生涯学習
センター

武芸川事務所
☎ 46-2311

武  儀 午前 11 時 武儀生涯学習
センター

武儀事務所
☎ 49-2121

上之保 午前 10 時 上之保生涯学習
センター

上之保事務所
☎ 47-2001

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2013.11.1
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
（
土
）
～
15
日
（
金
）
の
７
日

間
「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま

ま
」を
平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
に
、

全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

住
宅
に
お
け
る
出
火
を
防
ぐ
た
め
「
住
宅

防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▽
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

▽
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.11.1

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 169 円 3 円

大根 １本 183 円 22 円

牛肉（ロース） スライス 100 ㌘ 971 円 66 円

牛乳 紙パック１㍑ 180 円 △ 3 円

食パン スライス１斤 152 円 7 円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 339 円 10 円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,335 円 0 円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:10 月 1 日）（価格は消費税

込み）△印＝マイナス

10月の平均小売価格

関市の人口（平成25年 10月 1日現在）
人口（人） 男（人） 女（人） 世帯数（世帯）

関市 92,130 （− 71） 44,946 （− 40） 47,184 （− 31) 34,103 （− 36)

関地域 76,712 （− 75） 37,489 （− 40) 39,223 （− 35) 28,437 （− 44)

洞戸地域 2,105 （−   5）  1,002 （−   5) 1,103 (0) 769 （＋   1)

板取地域 1,355 （＋   2）  643 （＋   2) 712 (0) 561 （＋   1)

武芸川地域 6,419 （＋   6） 3,115 （＋   6) 3,304 (0) 2,335 （−   1)

武儀地域 3,652 （＋   4） 1,772 （−   2) 1,880 （＋   6) 1,308 （＋   7)

上之保地域 1,887 （−   3） 925 （−   1) 962 （−   2) 693 (0)

※（　）内は前月比　年に２回（４月と１０月）、地域ごとの人口を掲載します。それ以外の月は、関市全体の人口を掲載しますが、市ホーム

ページで地域ごとの人口を確認することができます。

11月の市民天体観望会

11月のプラネタリウム投影

日　 時

テ ー マ

日　 時

テ ー マ
料 金

11月23日（土・祝）午後7時～8時30分
※予約不可。受付開始は午後6時30分から。
※雨天時はプラネタリウムでのテーマ解説のみ。

「プレアデス星団を見よう」

11月23日（土・祝）・24日（日）
①午前10時～　②午前11時10分～　③午後1時30分～　④午後3時～
※投影時間は約40分。受付開始時間は各投影開始時刻の15分前から。
※午前10時の部のみ団体予約可(詳しくは相談に応じます)。

「流星と隕石」
各回  一般300円  中学生以下は無料

照 会 先   まなびセンター　☎23-7760



28

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

一
刻
一
秒
を
争
う
消
火
活
動
や
救
急
・
救

助
活
動
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
的
確
な
１
１

９
番
通
報
が
不
可
欠
で
す
。

　

正
し
く
伝
わ
ら
な
い
と
、
災
害
現
場
へ
の

到
着
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
を
心
が
け
、
落
ち
着
い
て
１
１
９

番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

①　

火
事
か
救
急
か
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

②　

場
所
を
正
し
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、

地
名
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
目

印
に
な
る
建
物
な
ど
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

③　

火
災
、
事
故
な
ど
の
状
況
を
わ
か
る
範

囲
で
伝
え
ま
し
ょ
う
。

④　

通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。

⑤　

携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
の
場
合
は
、
再

度
お
問
い
合
わ
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
消
防
隊
（
救
急
隊
）
が
到
着

す
る
ま
で
電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

営
農
の
た
め
の
焼
却
に

関
す
る
お
願
い

　

廃
棄
物
の
焼
却
（
野
焼
き
）
行
為
は
「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
農
業
の
た

め
に
必
要
な
モ
ミ
殻
や
稲
ワ
ラ
の
焼
却
は
、

例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
煙
の
苦
情

や
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず

処
理
す
る
場
合
に
は
、
場
所
や
風
向
き
に
配

慮
し
、
近
隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

注
意
す
る
と
も
に
、
消
火
す
る
ま
で
そ
の
場

か
ら
離
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
照
会
先　

農
務
課
（
☎
23
―
７
７
０
５　

　

23
―
７
７
４
１
）

納付期限：12月 2日 ( 月 )

月11
国民健康保険税

保育料
住宅使用料
介護保険料

後期高齢者医療保険料

税・料の納付

11月3日（日・祝）
12月1日（日）
午前９時～正午

市民課・国保年金課
生活環境課

に係る手続き

■照会先
　市民課　☎23-7700

11・12月の
市役所休日窓口開設

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2013.11.1

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

ケーブルテレビ・チャンネル長良川

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 11月号

岐阜エフエム  80.0MHz

シティ インフォメーション

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz

関市の時間

放送時間
毎週金曜日

午前9時～

毎月第1・3水曜日

午前9時40分

放送内容

月  ・ 金 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：

午前10時45分〜11時
午前8時〜8時15分
午後8時15分〜8時30分
午後4時〜4時15分
午後7時45分〜8時
午前8時45分〜9時

気になる「ロコモティブシンドローム」。
今日から始める体力づくりについて紹介します。

「まだ間に合う若返り～超高齢社会を乗り切ろう！～（仮）」

11/ 1：イイハ刃物の日
11/ 8：関にし秋の祭典in洞戸
11/15：上之保ゆずまつり
11/22：ＳＥＫＩいきいきフェスタ
11/29：子ども俳句コンクール

11/ 6：関市の産業祭
11/20：ＳＥＫＩいきいきフェスタ

●プリン体が多い食品
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保健センター 健康だより 照会先 関市保健センター　☎ 24-0111

「痛風」ってどんな病気？
　ある日突然、足の親指の付け根が赤く腫れて痛み出す。風が吹いただけでも痛いといわれる
「痛風」。たいていの場合1週間～10日間ほど痛みが続き、しばらくすると全く症状がなくなりま
す。しかし、半年から1年たつとまた同じ症状を繰り返します。繰り返しているうちに痛みは足首か
らひざ、腰など全身の関節を移動し、発作の間隔も短くなります。

　痛風の背景には、体の中の尿酸が過剰になる「高尿酸血症」が潜んでいます。関節に尿酸の結晶がたまり、急性関節炎
の発作が引き起こされる状態を「痛風」と呼び、高尿酸血症の人の約10%がかかるといわれます。
痛風発作を繰り返していると関節の症状だけでなく、腎臓などの内臓が侵されるようになります。よく知られている関節
の症状と深く静かに進行する内臓障がい。陽と陰のある病気ですが、目立たない陰の方が重要なのです。

　痛風にかかるのはほとんどが男性で、患者さん100人の中に女性は1～2人しかいません。痛風の原因は、遺伝的要素の
ほかに食べ過ぎや、プリン体を多く含む食品の摂り過ぎが上げられます。また、アルコールの摂り過ぎや激しい運動も尿
酸を上げる原因になります。
　プリン体は細胞内の核酸を構成する物質で、ほとんどの食品に含まれており人体に必要なものです。過剰になると肝臓
で尿酸という物質に変化して腎臓から体外へ排泄されますが、体内に尿酸が蓄積すると高尿酸血症になります。特定健
康診査には「尿酸値」の検査がありますので、ご自身の結果をお確かめください。

①肥満の予防と解消
②食事療法（プリン体の摂取制限・十分な水分摂取）

③アルコールを控える
④適度な運動
⑤ストレスの解消

動物の内臓・魚の干物・
白子・乾物

本当は怖い！痛風

生活上の注意点

●痛風予防のために ●プリン体が多い食品

照会先 氷見市観光協会　 0766-74-5250

　　　　　http://www.kitokitohimi.com/

　氷見は 「食」の宝庫！海・山・里・

野の地元の旬の食材を生かした料理

を提供する 「氷見三昧」の秋冬編を

期間限定で開催しています。秋は氷

見牛、冬は寒ぶりを使った料理が氷

見市内の宿泊施設や飲食店など 35

店でお召し上がりいただけます。各

店の料理人が趣向を凝らした「氷見

三昧」をぜひご賞味ください。詳し

くは、氷見市観光協会ホームページ

をご覧ください。

姉妹都市だより 氷見市から

氷見三
ざ ん

昧
ま い

キャンペーン秋冬編

52

期　間 来年2月末まで

※氷見三昧の一例。実際とは異なる場合がありますのでご了承ください。
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日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

11/3 桜 台 医 院（ 桜台 1 丁目 ☎ 24-4100）和 田 歯 科 医 院（ 旭ヶ丘2丁目 ☎ 23-8818）

4 あ ず ま 整 形 外 科（ 上 白 金 ☎ 28-6811）安 桜 歯 科（ 西本郷通7丁目 ☎ 23-4838）

10 今 峰 ク リ ニ ッ ク（ 稲 口 ☎ 21-0501）井 上 歯 科 医 院（ 山 田 ☎ 28-5122）

17 お ぜ 診 療 所（ 小 瀬 ☎ 25-0333）えんどうインプラント矯正歯科クリニック（ 西本郷通2丁目 ☎ 24-6900）

23 き っ ず ク リ ニ ッ ク（ 山 田 ☎ 28-6888）ま る み 歯 科（ 西 田 原 ☎ 25-0233）

24 真 鍋 内 科（ 寿町1丁目 ☎ 24-0115）大 山 歯 科 医 院（ 肥 田 瀬 ☎ 23-9201）

12/1 石 木 ク リ ニ ッ ク（ 西 本 郷 通 ☎ 21-2233）亀 山 歯 科 医 院（ 小 屋 名 ☎ 28-2122）

11
月
の
休
日
診
療
当
番

※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）
　岐阜県広域災害救急医療情報システム（インターネット）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/ （ｉモード）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/i/ 

関市保健センター
☎ 24-0111

照会先

武芸川保健センター
☎ 46-2899

洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020

心の健康相談

成人健康相談

●日時・場所　11 月 12 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
＝関市保健センター

　　　　　　　11 月 26 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
＝関保健所

●相談員　専門医師、保健師
●予約先 　関市保健センター（☎ 24-0111）	
　　　　      　関保健所（☎ 33-4011）	
うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどでお悩み
の方ご相談ください。

●日 時 　 11 月 28 日（月）午前 9 時～ 10 時 30 分
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、

保健師・栄養士による相談（栄養士の食生活
相談は予約が必要）　　　

●場所　わかくさプラザ総合福祉会館 3 階 3-3 会議室
●照会先　関市保健センター（☎ 24-0111）

▼ 母子健康手帳をお持ちください。 ▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

※予約が必要。定員に達している場合は、ご了承ください。
※乳がん・子宮がん検診、ヤング健診、骨粗しょう症検診は、託児があります。

11 月～ 12 月上旬の関市健診

１1 月の妊婦教室・乳幼児相談

種  別 場所（対象地域） 日 受付時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

関市保健センター
（関）

5 日（火）
12 日（火）

10:30 ～ 11:15
母子健康手帳の交付・妊婦健診受診券の交付

妊娠中の健康についてのお話
倉知ふれあい

センター（関）
19 日（火）
26 日（火）

その他保健
センター 予約制

はじめての
子育て教室

わかくさプラザ
総合福祉会館

２階リハビリ室

30 日
（土） 9:30 ～ 11:30 赤ちゃんの沐浴（お風呂）実習、

お父さんの妊婦体験　（予約が必要）

すこやか相談 関市保健センター
（全地域）

14 日
（木） 13:00 ～ 医師による発育・発達相談

（予約が必要）

子どもの心の
相談

わかくさプラザ
総合福祉会館

３階和室（全地域）

20 日
（水） 9:00 ～ 心理相談員によることばやこころの相談

（予約が必要）

乳幼児健康相談

関市保健センター
（関）

関市保健センター工事のため中止。
次回は 12 月 24 日（火）9:00 ～ 10:00

板取保健センター
（板取）

14 日
（木）  9:30  ～ 11:00 

身体計測
保健師、栄養士による育児相談

（予約不要）

洞戸保健センター
（洞戸）

15 日
（金） 9:30 ～ 11:00

武芸川保健センター
（武芸川）

27 日
（水） 10:00 ～ 11:30

種  別 検診場所 日時

特定健診
胃・大腸・肺・
前立腺がん検診

関市保健センター 11 月 11 日（月）
8:30 ～ 10:30

ヤング健診
骨粗しょう症検診 関市保健センター 11 月 17 日 ( 日 )

9:00 ～ 11:00

種  別 検診場所 日時
乳・子宮がん検診
骨粗しょう症検診 武芸川保健センター 11 月 15 日 ( 金 )

9:00 ～ 11:00
乳・子宮がん

検診 関市保健センター 11 月 15 日 ( 金 )
13:00 ～ 15:00

骨粗しょう症
検診 アピセ関 12 月 9 日 ( 月 )

13:00 ～ 15:00

11 月 21 日（木）

11 月 24 日（日）

◆㈱タイメック
　（武芸川町八幡）
　13:00 ～ 14:00

◆ SEKI いきいき
　 フェスタ会場（若草通）
 　 9:30 ～ 15:30

※ 3 日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は採血でき
ません。ご注意ください。

― 献血すませ笑顔で挨拶　またするね。―

献血にご協力を
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24-2525

桜本町2 丁目 11月の休館日 5日(火)、11日(月)、18日（月）、25日（月）

24-2529

若草通2 丁目 11月の休館日 11日（月）、18日（月）、25日（月）

※行事・日時など一部変更されることがあります。

11月の主な行事

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

10月31日（木）
～

4日（月・振休）
第1～3個展室 第50回記念アトリエ展

グループアトリエ関教室

午前9時30分
（初日のみ　

正午）

2日(土) 市民ロビー
アフタヌーン・コンサート
渡辺美季・松田浩味
ソプラノ＆ピアノミニコンサート

午前11時

3日(日・祝)
～

13日(水)
市民広場 第58回関市文化祭　

菊花展 午前9時

3日(日・祝)
小ホール・

ホワイエ
第3・4会議室

第58回関市文化祭　
市民茶会 午前10時

3日(日・祝) 大ホール 第58回関市文化祭　
邦楽大会 午後1時

7日（木） 大ホール 関市戦没者追悼式 午後1時30分

9日（土）～
10日（日） ホワイエ 第 58 回関市文化祭　

盆栽展 2 部 午前9時

10日（日） 大ホール 第 36 回
ボランティア民踊の集い 午前10時

17日（日） 大ホール 第 58 回関市文化祭　
洋楽祭 午後1時

21日（木） 大ホール 第 35 回関市老人クラブ大会・
文化祭 午前9時30分

28日（木）～
12月1日（日）

第 1･2･3
個展室

第 36 回
セキ・カイガセミナー展 午前10時

28日（木）～
12月1日（日） 第3・4会議室 「グループげんび」作品展 午前10時

第247回市民の劇場

市民の劇場

市民の劇場

東
と う ぎ ひ で き

儀秀樹×古
ふ る さ わ

澤巌
い わ お

  ゲスト c
コ バ

oba

関市お笑い演芸会 in 上之保

HIROSHIピアノソロライブ2013

煌めき輝く三楽師、奇跡を奏でる

クリスマススペシャル

おぼん・こぼん(漫才)、セニョール玉置(ものまね)
露の団四郎(落語)、まろまろ(ものまね漫談)

地域より出演　武儀ギターマンドリンクラブ

12月27日（金）

11月17日（日）

12月15日（日）

開演：午後6時30分（開場 午後6時）

開演：午後2時（開場 午後1時30分）

開演：午後2時（開場 午後1時30分）

関市文化会館

関市上之保生涯
学習センター

関市武儀生涯
学習センター

全席指定 5,000円（税込）

全席指定 1,500円（税込）

全席指定 1,500円（税込）

照会先　関市文化会館 ☎24-2525

照会先　上之保事務所 ☎47-2001

照会先　武儀生涯学習センター ☎49-3715

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日：時間：午後2時～2時30分／日にち：2日・9日・16日・23日／
　　　  読み手：おはなし広場「どんぐり」
日曜日：時間：午後2時～2時30分／日にち：3日・10日・24日／読み手：「かみふうせん」
　　　  17日（読書の日）／読み手：図書館職員
木曜日：時間：午前10時30分～11時／日にち：14日（対象：2・3歳児）／
　　　  読み手：「こちょこちょ」／21日（対象：0～2歳児）／読み手：「てくてく」

場　所

日　時

図書館イベントは“参加費無料”です。図書館カウンターまたは電話、FAX、

E-mai l でお申し込みください。
☎ 24-2529　 23-7780　  l ib@city.seki .gifu. jp

11月の
おはなし会

11月10日（日）
午後2時～3時30分

11月20日(水)
午前10時30分～11時30分

11月23日（土・祝）
午後2時～3時

わかくさ･プラザ
「学習情報館2階・音楽室」

図書館内「おはなしコーナー」

ダーリンプル規子さん、ゼミ生
の皆さん（中部学院大学短期大
学部幼児教育学科）

内海春代図書館長　ほか
図書館職員

図書館内「研究室」および
「インターネットコーナー」

ひさご亭鈴華さん　ほか
上方講談道場会員の皆さん

0～1歳児と保護者
50人　※申し込み順

15組30人　※申し込み順

10人　※申し込み順

釈台の前に座って張り扇
を叩きつつ、物語りを独特なリズ
ムでお聞かせします。 手遊びやふれあい遊び、

絵本の読み聞かせなど、親子で
ゆっくり楽しい時間を過ごしま
しょう。短大生がお手伝いします。

「パソコンで読む」、「電子
書籍端末で読む」、印刷本には無
い読み方を体験してみませんか？

歴史講談を聞く会 第6回みんなであそぼう 電子書籍を読もう

日　時 日　時 日　時

場　所 場　所

講　師 講　師

場　所

講　師

対　象
定　員

定　員

定　員

内　容

内　容

内　容

好評
発売中！

好評
発売中！

好評
発売中！

図書館イベント参加者募集

11月の
おはなし会
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日 関　地　区 武芸川地区

11/2 中 濃 温 水 サ ー ビ ス （ 西 神 野 ☎ 2 9 - 0 2 3 1 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

3 関 水 道 工 業 （ 北 福 野 町 1 丁 目 ☎ 2 2 - 9 3 2 8 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

4 長 沼 水 道 工 業 所 （ 本 町 4 丁 目 ☎ 2 2 - 0 2 0 5 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

9 上 田 水 道 工 業 所 （ 貸 上 町 ☎ 2 2 - 5 6 3 2 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

10 沼 田 水 道 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 0 1 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

16 三 和 住 宅 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 4 - 0 8 8 5 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

17 兼 松 工 業 （ 本 郷 町 ☎ 2 2 - 7 0 6 5 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

23 マ エ ノ 設 備 （ 池 尻 ☎ 2 2 - 8 2 3 0 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

24 丸 長 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 3 2 4 3 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

30 小 沢 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 2 0 8 0 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

12/1 兼 松 管 工 （ 小 野 ☎ 2 9 - 0 0 9 0 ）井 上 管 工 （ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

11/2 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

3 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

4 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）松 波 水 道 ポ ン プ 工 業 所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

9 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

10 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

16 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

17 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）水 専（ 岐 阜 市 ☎ 058-229-3725）

23 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

24 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

30 石 原 設 備 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581-36-3847）

12/1 三 和 水 道 （ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）ハ ヤ シ 設 備 （ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

11 月の水道当番

11月の
無料

相談室

●教育相談（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）

　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）

　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）

●結婚相談（☎23-7776）

　 ▼  1日（金）・15日（金）午後1時～3時30分

　　 9日（土）午前9時～11時

　　学習情報館2階　2-1研修室

　 ▼  1日（金）・15日（金）午後1時～3時30分

　　洞戸生涯学習センターおよび武儀生涯学習センター

●高齢者相談（中央☎25-2988、東☎49-2122、西☎0581-58-2711）

　月～金曜日　午前9時～午後5時　中央・東・西の各地域包括支援センター

●福祉総合相談（☎22-0372）

　各日とも午後1時30分～3時30分

　洞戸   8日（金）  武芸川　19日（火）

　板取　7日（木）  上之保　26日（火）

　武儀  15日（金）

　関 　毎週土・日曜日総合福祉会館1階　1-1相談室

●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）

　5日（火）、12月3日（火）午後1時～4時

　総合福祉会館1階　1-1相談室

●臨床心理士によるこころの健康相談（☎21-5566）

　11日（月）午後2時～、3時10分～、4時20分～（1日3人まで）

　かざぐるまサポートセンター（稲口）（予約が必要）

●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）

　13日（水）・27日（水）午後1時～3時

　17日（日）午前10時～正午

　総合福祉会館1階　生活訓練室

●家庭児童相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　家庭児童相談室

●母子・女性相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　児童母子福祉センター

●まちの保健室（☎24-0111）

　24日（日）午前11時～午後1時

　総合福祉会館1階　生活訓練室

●内職就業相談（☎24-6767）

　毎週木曜日　午前10時～午後3時　アピセ・関（平和通7）

●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）

　20日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム　相談コーナー

●多重債務相談（☎23-6752）1日（金）～6日（水）（土・日を除く）に電話予約

　8日（金）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室

●消費生活相談（☎23-6752）

　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時　商工課

●法律相談（☎22-2266）

　18日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）

●経営改善相談（☎22-2266）

18日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）

●ＤＶ電話相談（☎25-1489）

　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日に電話予約（午前8時30分～市民課・先着8人）

　 ▼  14日（木）・21日（木）・28日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階　1-1相談室

●行政相談（☎23-6706）

　 ▼  7日（木）午後1時～3時　総合福祉会館1階　1-1相談室

●不動産に関する相談（☎23-6706） ▼  12日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室

●年金相談（☎23-6724）毎週火曜日　午前10時～午後3時　国保年金課（予約が必要）

｝各老人福祉センター
相談室
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